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木　本　拓　郎

保存設備メーカーから見た環境管理

1 .はじめに－資料保存とリスクマネジメント
資料を永年的に保存していくためには，様々
な劣化要因を把握し，コントロールすることが求
められる。このことをリスクマネジメントと呼ぶ
が，資料保存施設（博物館・美術館・図書館・文
書館等を総合的に呼ぶ）では，資料を保存する部
屋である“収蔵庫”が，その管理対象となる。
※各館で様々な“保存空間”の呼称があるが，
ここでは“収蔵庫”とする。）

2．リスクを回避する保存空間のつくり方
2-1 .それぞれの立ち位置―相関関係
収蔵庫を作るには，様々な人間が関わる。規
模が大きくなるほど分業化され，ピラミッド式に
企業が連なってくる。全員の共通認識は“打合せ
（定例会議）”によって進めるが，重要なことはそ
れぞれ“契約（＝契約書・仕様書・図面）”と“関
係する法律・条例”に基づいて動いていることで
ある。

表1　各文言詳細

文　言 内　容
建築工事発注 建築を 1から作り上げる工事や、既存の施設を収蔵庫に改修する工事。
備品発注 棚・家具など建築から独立して設置できるもの。
施主 要求元（学芸員・司書等）と発注部署（営繕・会計等）の 2つ。
設計 設計事務所，または施工業者（ゼネコン）が設計・施工を担うこともある。
メーカー 収蔵庫工事であれば収蔵庫業者，棚であれば什器業者。
施工 ゼネコン。小規模な改修工事では，メーカーが直に発注者から請け負う場合もある。
※建築工事の規模が大きくなると，“施工”には，建屋・土木を施工するゼネコンと，電気・空調を工事する設備メーカーの2部
門が独立して関わることがある。

図1　劣化リスク

図2　相関図
●�維持管理をする上で必要な項目は全て仕様書・図面に記
載しておく。
●�引き渡しが各契約の完了日となる。以後の保守は別途の契
約が必要になる。
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ここでは，工事完成までの大まかな流れと関係
者の相関図を把握いただきたい（図2）。
では，記載できないとどのようなことが起きる
か？

●事例
計画・発注／�建物の設計は営繕課が主体に設計事

務所と動いて設計した。収蔵庫は倉
庫と同じ考えで設計された後，発
注。

↓
半年後／�備品発注で学芸部署が主体となって収蔵

棚の設置計画を考えるも…
↓

結果／�大型の棚を入れようとしたら転倒防止金具
取付用の壁補強が入っていなかった。

　　　�空調の吹き出しや照明の位置との兼ね合い
が上手くいかない。

　　　�二重壁の点検口があると思っていたらな
かった。

　　　�…そもそも収蔵庫では必要となるはずの二
重壁がなかった。

▶�関わる人達は良いものを創りたいという気持ち
で従事しているが，作り上げた後からではどう
にも出来ないことが多くある。

2-2 .収蔵庫のプランニング
施主として，具体的に事前にどのような点を考
慮する必要があるのか，計画プロセスに沿って記
載する。
（1）部屋の寸法を決める
建築躯体の寸法が決定する段階で，収蔵庫の大
きさ，つまり部屋の有効寸法を決める。この時の
決定要素は①電気空調設備・②収蔵量・③空気層
の3要素である。①では，特に空調ダクトが天井
に多く配置され、天井高に大きく影響する。この
中でも，特に維持管理に関わる重要な項目は③空
気層であり，その如何を決定する際に悩ましい問
題が②収蔵量との兼ね合いである。
▶どちらにも長所・短所が発生する為，みんなで
よく話し合って優先順位を決める必要がある。

表2　②収蔵量と③空気層の比較

項　目 長所と短所

収蔵量（内寸法）
を優先する

＋収蔵スペースを最大限に確
保できる。
－二重壁空気層がなくなる。

空気層を優先する
（壁・天井・床）

＋外部躯体からの温度湿度を
緩衝する空間になる。
＋人が入れる程度の寸法を設
ければ，二重壁内の除塵防黴作
業ができる。
－内寸法が狭くなる。

++内装の構造++
＝屏風の構造と非常に似ており，骨組みに対し
て，それぞれの用途を持つボードを重ねて仕上げ
ていく。
①下地の骨組み
→②複合パネル
→→③木製見切　
概ね100mm前後の壁が仕上がる。

図3　内装パネル図

（2）各仕様を決める
部屋の大きさが決まれば，各部分の仕様決めと
なる。5項目の中でもIPMメンテナンスに関わる
ポイントを中心に説明する（表3）。
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++近代建物の考え方++
近代建築の室内空気の考え方は，高気密にして
機械コントロールによる空気調和を図ることであ
る。しかし，地球環境・社会の変化に伴いこの考
え方も変化の傾向にある。
その他に火災対策・防犯対策・地震対策の仕様
を決めれば，部屋としての造りが概ね完成する。

図4　収蔵庫3次元イメージ

（3）棚・家具の配置を決める
ここでは「（1）部屋の大きさを決める」と同
じ問題が検討事項で挙がる。冒頭でも述べたが，
棚・家具は建築工事とは別途で備品として発注さ
れることが多い。建築工事・空調電気工事の初期
の設計段階から一緒に検討することで，整合性の
取れた収蔵空間ができることを，いま一度念頭に
入れてほしい。

（4）棚・家具の仕様を決める
収蔵品に直接触れる部分なので，「使いやす
さ」・「安全性」・「メンテナンス性」に留意し仕
様を決定していく。特に構成部材の選定には気を
付けたい。

表4　収蔵量と環境の比較

項　目 内　容

収蔵量を
優先する

＋収蔵ボリュームを確保できる。
－埃溜りができる。
－壁面の吸排気口が塞がる。

環境を優
先する

＋調湿材の有効性が上がる。
＋空気の流れができる。
－収納数が減る。

表5　棚・家具のポイント

項　目 内　容

物に対す
る安全性
（1）

スムーズな出し入れが出来る様に計画
する。
多様な収蔵物に対応出来る様に計画す
る。

物に対す
る安全性
（2）

アウトガスや虫菌害のリスクと硬度の
バランス。
地震対策を考慮する。

清掃性 埃溜まりが無いように計画する。

表3　仕様決め項目

項　目 内　容

内装仕上げ
調湿建材 湿度変化の緩和を目的として壁面等に取り付ける。

木材 壁面は壁の保護，床面は物の落下時の緩衝性を目的に用いる。木材は揮発性有機化
合物（酸・アルカリ含む）に注意して天然の無垢材（スギ・ブナ）を用いる。

前室 温度湿度や塵埃の緩衝空間として設ける。荷解き等の軽作業として，また図書館関
係では閲覧室を兼ねることもある。

扉 耐火目的の他，隙間が無い扉を選ぶことで生物・塵埃の侵入や，外気の流入を防止
する。

空調（空気調和設備） 温度調整をメインとして湿度調整をする設備を設ける。
収蔵室内を正圧にし，廊下や外部を負圧にすることで，外部からの塵埃の流入を防ぐ。

照明 収蔵庫の周囲のエリアにおいても，昆虫を引き寄せ，また素材劣化の要因となる紫
外線を遮断した照明器具を付ける。
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構成素材は以下の3種類が多い。
表6　棚の構成材質

金属
（スチール）

＋強度があり，構造面より様々な
サイズ・形状の製品に向いている。
＋焼付塗装なのでアウトガスの問
題がない。
－金属特有の硬さ・熱伝導率が物
に対してやさしいとは言えない。

木製

＋クッション（緩衝）性があり，
熱伝導率は低い。
＋加工性が良いので，物の形状に
合わせた製作が可能。
－アウトガスや虫菌害の管理が必
要。

木金
（木製＋金属）

棚の構造部分は金属で作り，物に
当たる棚板面は木製を施す。
ハイブリットな棚。

図5　足高仕様の比較
上：イラスト
・	スキマは約150mm
・	�掃除機のノズルが奥まで届き，清掃性の向上，万一
物を落とした時にも確認可能
下：イラスト（一般的な棚）
・	スキマは約40mm
・	�一般的な棚は収納重視のため，最下段限界まで下げ
ており，構造上スキマが生じる。

（5）資料の収納
資料をそのまま棚に設置することもあるが，①
環境性（外気との遮断）②管理性③取扱い性を考
慮すると，昔から行われているように箱に入れる
ことは外せない。
だが，昔と比べると1つ考慮すべき項目があ
る。揮発性の化学物質である。文化財害虫を忌避
する効果のある木製箱などは，逆にその成分が絵
画の顔料や金属製品を変色させることが確認され
ている。収蔵品を密閉してしまう箱であるからこ
そ，箱そのものの材質と収蔵品の材質の特性をよ
く理解した上で使用することを推奨する。

▶�以上，収蔵庫のプランニングについて，流れと
ポイントを列挙した。

3．モノづくり現場でのIPM
プランニングが完成し，発注後，現場でのモノ
づくりが始まる。施工者の基本姿勢は「仕様書・
図面に基づき，安全管理・品質管理を適確に行
い，完成品質水準を確保すること。」度々述べる
が，仕様書・図面が詰められていないと，施工の
水準は保つには限界がある。
3-1 .材料の搬入
資材の搬入時に施工者が状態の確認を行い，水
準に達していないものは返品・廃棄する。
ここでは，特に虫・カビが関係する有機材料の
木材について述べる。

表7　　確認項目

項　目 内　容

目視確認 虫菌害の痕跡，節の有無，色味を確
認（各工程）

乾燥状態の
確認 含水率 15％以下

保管状態の
確認 雨濡れ，湿度，空気の流れ

▶�上記等の項目を自主検査表に記載し，施工管理
者へ提出する。
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3-2 .施工中
全体の流れは，骨組みの組立後，気密処理を
施し，ボード・木材を貼って仕上げるというシン
プルな仕組みである。だが，環境面で注意すべき
点を列記する。

①�建築工事が終わるまで館内は電気が通ってい
ない。施工用の電気を点けているだけなので，
薄暗く，UVカットされていないものが多い。
②�施工時は開口が多く，虫が侵入し易い環境であ
る。
③�空調が稼働するのは工事の終盤。なので，放置
期間が長いとカビのリスクが高まる。
④夏季と冬季では，施工環境が全く異なる。

▶�つまり，管理する人がいなければ虫も入り放
題・カビも生え放題の空間なわけである。

3-3 .施工後
通常，建築工事の完了後は美装業者が見た目を
美しく仕上げる目的で清掃を行う。
資料保存の観点から見た時の清掃とは少し重
きが異なるため、注意が必要である。

上：美装後の脱水雑巾による拭取り
中：脱水雑巾による拭き上げ1回目
下：2回目。薄ら汚れが付く程度に

▶�建物施設が，どのような材料で，どのような手
順にて組み立てられているのかということを
知ることで，次の維持管理を続けていくための
予算を取る手立てとなる。

骨組み（LGS）を設置

空調稼働までの通風処置

1日の終わりの清掃

工事関係者への注意喚起

仕上げパネル貼り

汚れ対策で靴裏は白色を指定
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4．検証・実践－環境管理「IPMメンテナンス」
維持管理をする上で，施設の構造・内装・什器
にどのような課題があるのかを確認するために，
IPMメンテナンスの検証と実践を行っている。
IPMメンテナンスは施主と複数の企業体による
共同作業である。

▶�カビの発生ともなる塵埃が，初期の段階で意外
にも溜まっているという事実がある。
　�引き渡し後は，資料の引っ越しなどでさらに塵
埃が入るが，どの段階でどの程度の清浄度を求
めるのか，一度考えてみることもIPMメンテ
ナンスの一環となるだろう。

▼IPMメンテナンスの評価
・	昔ながらの清掃手法は理にかなっていたと痛感
　ex）湿らせた新聞紙片を床にまいて砂埃を集積
・	�多くの関係者が同じテーブルで考え方を共有す
ることができた。

・	�収蔵庫の内装仕上げに応じたIPMメンテナン
スの手法を検証できた。

・	�IPM研修会＋IPMメンテナンスを組み合せた
ことで，参画した人の意識変化が生じた。
参加者）�担当学芸員，事務職員，展示監視職員， 

清掃職員

▼IPMメンテナンスの課題
・	�什器の仕様による清掃性の落差が顕著に顕われ
た。
	 �ex）可動性があったほうがいいな，手が届く入
るスペースがほしい。

・	木質仕上げの目地は清掃が行いづらい。
・	�IPMメンテナンスの実施体制における異業種
との連携。
	 �（指示系統含む。）については，さらに研究する
必要がある。

・	�発注者の予算規模に応じた，IPMメンテナン
スのメニューを整備することが肝要である。

・	�人材育成を短期計画ではなく，中・長期的な計
画を立て，行うことが重要である。

・	清浄度の達成目安が不明瞭。

ケース①　既存施設

表8　既存施設・概要

目的・条件

ユーザー
・改修後，30 年程経過した木質系収蔵庫のある博物館
・収蔵庫内の清浄度を向上したい

企業体
・PCO（ペストコントロール）会社，美術品輸送会社，収蔵庫メーカー
・異業種企業との作業による連携の初検証
・木質系内装仕上げに対する清掃方法の検証

実　施

作業内容 ・作業前後のモニタリング
・清掃メンテナンス

場所 収蔵庫（全面木質仕上げ）

工程
3日間× 3セット
・1日目～ 3日目共通
作業前モニタリング，メンテナンス作業，作業後モニタリング
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5．まとめ
収蔵庫をつくる現場では，多くの関係者におい
てモノやコトを協議し，さらに共有されていく。
そのなかで保存設備メーカーは，IPMという手
法も取り入れて現場関係者と共に安全な保存空間
を構築していく。これは，継続的な文化財保護活
動へのバトンを渡す役割であると考える。
専門性が高いために，任せきりになりがちであ
るが，関係する方々は，是非関心を持ち，当事者
意識を持っていただきたい。
（きもと・たくろう
　� 金剛株式会社 営業本部 営業戦略グループ
　　　 営業推進チーム チームリーダー）

ケース②　改修施設

表9　既存施設・概要

目的・条件

ユーザー

・改修を行ったばかりの収蔵庫と既存で躯体（RC造）仕上げの収蔵庫を持つ資
料館

・改修した収蔵庫の“きれいな”状態を保ちたい。
・館全体で IPMメンテナンスに取り組みたい。

企業体
・PCO（ペストコントロール）会社，美術品輸送会社，収蔵庫メーカー
・RC造仕上げ空間での清掃方法の検証
・関係者全員が出席する IPM研修会の開催

実　施

作業内容
・IPM研修会
・作業前後のモニタリング
・清掃メンテナンス

場所 ・収蔵庫 1（改修直後）
・収蔵庫 2（RC造仕上げ）

工程

3日間× 3セット
・1日目：IPM研修会
・2日目：作業前モニタリング，メンテナンス作業
・3日目：メンテナンス作業，作業後モニタリング

図6　4者関係図


